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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和６年１１月５日（火）  

 

２ 確認箇所 

２号機原子炉建屋西側（既存・増強サブドレンピットＮｏ．２０７） 

（図１） 

 

３ 確認項目 

既存及び増強サブドレンピット等の設置・運用状況 

 

４ 確認結果の概要 

サブドレンは、原子炉建屋等の近くに設置されている井戸であり、地下水

が原子炉建屋等に流れ込むことで増加する汚染水の量を減らすため、平成２

７年より運用を開始している。処理能力向上のため、平成２９年以降より口

径の大きい新設（増強）ピットを設置し、増強ピットへ処理機能を移行して

いるが、サブドレンピットＮｏ．２０７は平成３０年に既存ピットのトリチ

ウム濃度上昇が判明したことから、増強ピットでの汲み上げに伴うトリチウ

ム拡散を防ぐため、既存ピットの運用を継続してきた。 

本年６月にサブドレンピットＮｏ．２０７（既存）のケーシング損傷に伴

う揚水ポンプの汲み上げ不良が発生したことから、処理機能を既存ピットか

ら増強ピットへ変更する増強工事を改めて行うことが計画されており、今回

は既存及び増強ピット状況を確認した。（前回確認：平成 30年 8月 3日） 

・これまで確認したピットと同様、サブドレンピットＮｏ．２０７は既存・

増設とも雨水浸入対策として、周囲はコンクリートが打設され、金属製の

箱で覆われていた。                    (写真１) 

・計画では、増強ピット内に揚水ポンプを新設の上、サブドレンＮｏ．２０

８の既存配管に新設のＰＥ配管が現場状況に併せて接続される予定となっ

ているが、現時点では、周囲に汲み上げ水の移送配管や電源ケーブル類

は、敷設されていなかった。                (写真２) 

・東京電力では、サブドレンピットＮｏ．２０７周辺で近年トリチウムの濃

度上昇はなく、低濃度で推移していることから、増強ピット稼働に伴う影

響は大きくないとしている。 

 

 

 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/292844.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

  

（写真１） 

サブドレンピットＮｏ．２０７（既

存）の状況 

（写真２） 

サブドレンピットＮｏ．２０７（増

強）の状況 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、前日と比べ有意な変動は確認されなかった。 
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